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１．研究計画の概要 
(1) 文化状況全体の動向とともに、美学も変

貌しつつあり、その基礎概念も変化して
いる。現代における基礎概念を判断する。 

(2) 出版済みの『美学辞典』（１９９５）は、
近代美学の基礎概念を２５取り上げて、
論じている。今回の計画は、新しい思潮
に応ずるこの辞典の第 2 部を著作すると
いう最終目的の第 2 段階であり、８項目
前後の草稿をまとめることを目指してい
る。 

 
２．研究の進捗状況 
(1) 「現代の基礎概念」をリストアップする

ことと、その代表的なものについての文
献調査をおこない、現代的テーマに関す
る折々の論考のなかに、織り込むという
かたちで研究を行っている。 

(2) この研究では、何が現代の基礎概念かを
同定することが重要である。これについ
ては、既刊の諸美学用語辞典を参照する
ほか、国際会議の際の発表題目の傾向、
更には先端的な研究者の意見聴取など
を行っている。 

(3) いくつかの概念に関するこれまでの研
究の概略を示すことにするが、「日常性」、
「商品」、「都市と環境」については、昨
年度の自己評価に記した。これらについ
ては、今年度、特に美術作品や都市、都
市遺跡の見学などを通して、知識の肉付
けを行った。 

(4) 「近代」についての研究は、シャルル・
ベローを糸口とする。いわゆる新旧論争
の最大の当事者であり、これを主題とす
る主著を残している。ペローの場合、古

代と近代の価値を比較し、近代の優越を
主張するというスタンスだったものが、
１世紀後のシラーにおいては、自意識の
次元に近代の特性を見る自覚に到達す
る。この近代観は啓蒙主義のイデオロギ
ーと連動し、美学的にはボードレールに
受け継がれるとともに、内省的な藝術を
育んできた。この潮流はアヴァンギャル
ドの藝術に結晶するが、その藝術と文明
全体の行き詰まりから、ポストモダンの
議論を呼び、近代文明への反省が展開し
ている。 

(5) 「メディア」は、《媒体》を意味する古
い単語である。媒体としての理想は、透
明となって正確に内容を伝えることで
ある。そう考えられている限り、メディ
アは重要な概念とはならない。近世に展
開した詩画比較論は、媒体の違いが表現
世界の違いを生むという事実への開眼
であった。しかし、メディアがメディア
としての存在を示し始めたのは、テクノ
ロジーと結びついた新メディア（写真、
映画）、マス・メディア以降である。そ
れはコミュニケーションの媒体、通路で
ありながら、伝播される内容とは異なる
独自のメッセージを伝えるからである。
そのことを「メディアはメッセージであ
る」として捉えたマクルーハンは、メデ
ィアがわれわれの感覚や神経を外化す
ることを指摘している。すなわち、メデ
ィアはわれわれの感性を変容させる。マ
ス・メディアを超えるインターネット時
代は、更に加えて表現の大衆化の現象を
見せている。 

 



３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
この課題が、新しい現象を主たる対象とし、
学界全体においても研究の蓄積のないこと
を思えば、まずまずの進み具合と評価できよ
う。取り上げるべき概念の選別もほぼ固まり、
参照すべき文献もほぼ見えてきている。マイ
ナス点は、いまだ発表形態としての（つまり
辞典原稿というかたちでの）行っていないこ
とである。 
 
４．今後の研究の推進方策 
来年度は最終年度で、研究報告をまとめなけ
ればならない。幸い、この主題での講義を２
つの大学で行うことになっており、その機会
を十全に活用して、原稿の執筆を行うつもり
である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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